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出演:ナタ ー

シヤ ･ グジ ー ､(歌
･ バ ンドウ ー ラ)･､ 井上鑑( ピアノ)

チケット:前売3 , 8 8 0 円縛 日3･,5 関 円)
･ 小中学生無料

プ レイガイド : N
'

s
-

SOU AR E ､ ナリサ ウ( 石巻駅前北通り) ､ サン リツ楽器( 中里バ イパス)

予約 l 聞合せ : 09 0-3 6 43- 77 31 y o y a k u 44 0 . 4 42 坤g m ai l . c o m(遠藤)

企画 ･ 制作 : ｢連歌 ･ 鳥の歌｣ 製作委員会
t o ri n o u t a 2 0 1 4¢y a h o o . c o . ｣ p



ナタ ー

ジヤ
･ ダジ ー 緻手 ･ バンドウ ー ラ泰都

ウクライナ生まれ¢ ナ ターシ ヤ 6 歳のとき､ 1 9 鮎 年4 月26 日未明に父親が勤務してい たチ ェ ルノ ブイリ原

発で爆発事故が発生し､ 原発からわずか3 ,5 キロ で被曝した｡ そ の後､ 避難生活で名地を転々 とし､ キエ フ

市に移住する｡ ウクライナの民族楽器バ ン ドウ
ー ラの音色に魅せられ ､ 8 歳の頃より音楽学校で専門課程に

学長, 1 9 粥 年 ･

9 8 年救援団体の招きで民族音楽団の メンバーとして2 度来日 し､ 全国で救援公演を行う｡

= 2 0 0日年より日本雷学校で 学びながら日本で亀本格的な青葉活動を開始｡ その美 しく透明な水晶の歌声と哀愁

を帯びたバ ン ドウーラの可憐な響きは､ 日本で多くの人 々を魅了 してい るり 2 0 05 年7 月､ ウクライナ大統領
'

訪日の 際､ 首相官邸での夕食会に招待され ､ 演奏を披露｡ コ ンサ
ー

ト､ ラ イブ活動に加え､ 音楽教室､ 学校

i
■

での 国際理解教室やテレビ ･ ラジ オなど多方面で 活座して志朽 ､ そ の活動は教科書にも取り上げられているQ

公式ホームペ ージ : htt p :/ 血 W 耽 0 簡∈e一三irk 乱-∈O m /

井上鑑そ作編曲家 ■ キ ー ボ ー ド

桐朋学園大学作曲料在学中より作編曲家､ キーボード奏者として活動を始めるp 8 8 年､ ｢ パ ラシ ュ
ー

ト｣ に参加､

8 1 年 ､ Sj n gle 『G RA VlT A T 旧N S』 で ソ ロ デ ビ ュ ー｡ 以後先鋭的で実験精神に満ち た作品を多数発表｡ 歴史的ヒッ

ト作寺尾聴『ル ビーの手旨輪』で日本レコード大業編曲賞を爵鼓 大瀧議 ｢ ■福山雅卦 佐野元春( ス ポークン ワー

ズい 吉田兄弟
-

い きも のがぬ､ リ､
･ 森田美奈子 〔井上鑑作曲 ≠ プロデュ ースによる本田美奈子追悼シングル

｢W IS.H ｣
･はオ リ コ ン1 位馨守朝 等多数の プロジ工 ク ト､ ツ アー音楽監督､ ヒッ ト件品に参加｡ 1 う板目になる

ソ ロ 最新作はセh∂d Bl∂k e 参加の 『こRIT ERI A 』8 2 0 1 1 年､ 山木秀夫旧｢) 一高水健司弼 ･ 今剛.(Gいと共に
『井山大今』

リリース ｡ 筑摩書房より ｢僕の音､ 僕の庭｣ 刊行｡ 2 0 1 0-2 0 1 2 年､ 銀座ヤマ ハホールにて完全独湊ソ ロ コ ン サー

トめシリ ー ズを成功させる｡ 2 8 1
■
1 年年末より ｢連歌 ･ 鳥め歌｣ プロ ジ 工 ク トを主宰｡ 2 0 1 3 年春､ Nl V [ 泣くな､

は らちやん] の苦楽を担凱 公式サイトh tt
.画
触 ㈹ .緑雨刷Ⅶ u e .∈O m ノ

さあ､ この 深く静かな メ ロ ディーの 下 に集ま ろう

=

烏 珊
http : H t h e

･S･O n
.g
Ofbi r d s t c o m

ひ と つ の メ ロ ディ
ー

が 無限の 可能性を持ち､ 人 びと の平和な未来を

夢みて い る､ カ タ ロ ニ ア民謡の
｢ 烏の歌｣ は そ んな音楽です｡

こ の曲を俳藷連歌のように歌k ユ交わ し倉~う ア
ー

テ ィ ス ト遵滴囁り造する

展覧会の ような､ 音楽会のようなウ ェ ブサイ トが こ こ にあります｡

あ なた に見 で∴聴い て ､ 共 に歩ん で頂きた い と私たちは願 り て い■ます¢

｢ 障子絵ア ー

ト ･ 鳥の 絵｣
葦 松島

会場略図




